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朝
鮮
半
島
有
事
に
お
け
る
我
が
国
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す
る
質
問
主
意
書

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
氏
提
出
の
「
武
力
攻
撃
事
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
六
六
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内

閣
衆
質
一
五
四
第
六
六
号
。
以
下
「
金
田
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
の
「
武
力
攻
撃
」
と
は
、

一
般
に
、
我
が
国
に
対
す
る
組
織
的
計
画
的
な
武
力
の
行
使
を
い
う
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
今
の
朝
鮮
半
島
情
勢
の
緊
迫
化
を
受
け
、
政
府
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
、
朝
鮮
半
島
有
事
に
お
け
る
対
応
策
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
対
応
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

金
田
答
弁
書
で
は
、
我
が
国
に
対
す
る
「
武
力
攻
撃
」
と
は
、
「
一
般
に
、
我
が
国
に
対
す
る
組
織
的
計
画
的
な
武
力
の

行
使
を
い
う
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
政
府
見
解
も
金
田
答
弁
書
の
こ
の
定
義
で
変
更
は
な
い
か
。

二

金
田
答
弁
書
の
定
義
に
従
え
ば
、
北
朝
鮮
の
朝
鮮
人
民
軍
が
我
が
国
に
対
し
て
ミ
サ
イ
ル
を
多
数
発
射
し
、
こ
れ
が
我
が

国
の
領
土
に
到
達
し
た
場
合
、
「
武
力
攻
撃
」
に
該
当
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

三

二
に
関
連
し
て
、
北
朝
鮮
の
朝
鮮
人
民
軍
が
我
が
国
に
対
し
て
一
発
の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
こ
れ
が
我
が
国
の
領
土
に

到
達
し
た
場
合
、
こ
れ
は
「
武
力
攻
撃
」
に
該
当
す
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

四

三
に
関
し
て
、
朝
鮮
人
民
軍
が
我
が
国
に
対
し
て
一
発
の
み
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
場
合
、
朝
鮮
人
民
軍
と
し
て
の
軍
事

一



で
は
な
く
、
現
場
の
部
隊
の
誤
射
の
可
能
性
も
排
除
で
き
ず
、
継
続
的
に
武
力
攻
撃
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
「
計
画
的

な
武
力
の
行
使
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

五

朝
鮮
人
民
軍
に
よ
る
我
が
国
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
行
わ
れ
た
場
合
、
少
な
く
と
も
複
数
発
が
発
射
さ
れ
、
我
が
国
の
領

土
に
着
弾
し
な
け
れ
ば
、
「
我
が
国
に
対
す
る
組
織
的
計
画
的
な
武
力
の
行
使
」
と
認
定
で
き
ず
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条

の
「
武
力
攻
撃
」
と
は
認
定
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

六

四
に
関
連
し
て
、
継
続
的
に
武
力
攻
撃
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
「
計
画
的
な
武
力
の
行
使
」
の
要
件
を
満
た
さ
な
い

場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
で
い
う
と
こ
ろ
の
防
衛
出
動
を
自
衛
隊
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
命
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

七

内
閣
総
理
大
臣
が
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
で
い
う
と
こ
ろ
の
防
衛
出
動
を
自
衛
隊
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
は
、
継
続
的
に
武
力
攻
撃
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
「
計
画
的
な
武
力
の
行
使
」
の
要
件
を
充
足
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
朝
鮮
人
民
軍
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
複
数
発
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
行
わ
れ
、
我
が
国
の
領
土
に
着

弾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


